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宮津港

1. 概況

〈天橋立と歴史・文化・情報のクルージング拠点を目指して〉
〈沿革〉
　宮津港は、いわゆる北前船（千石船）の往来が頻繁であっ
た頃から、日本海に面した天然の良港を利用し、日本海の避
難港として発展してきた。
　昭和になると、第2ふ頭岸壁が築造され、隣接の舞鶴港が
軍港であったため、もっぱらこの施設を利用して京都府北部
の貨物を一手に引き受けて貿易港として発展してきた。昭和
25年、港湾法の公布施行により、地方港湾の指定を受け、同
28年京都府が港湾管理者となった。昭和20年代後半、台風
により被災した港湾施設の災害復旧工事を中心にして、港湾
整備が進められ、防波堤、護岸等の外郭施設の建設、鶴賀地
区に物揚場が建設された。
　本港の荷役の中心である鶴賀地区では昭和47年度～56年
度に港の再開発が行われ、第2ふ頭整備、第1ふ頭拡張が完
成。これによって係留、荷捌き及び臨港交通施設の能力が増
大した。
　昭和61年度には、 天橋立を前面に望む田井・矢原地区
にヨットハーバーが完成し、平成4年には須津地区にプレ
ジャーボート係留施設が完成した。平成22年には、にぎわい
イベント等を実施している田井宮津ヨットハーバーが「みな
とオアシスたいみやづ」に登録された。
〈地勢〉
　宮津港は、丹後半島鷲崎・黒崎の岬による外海から南に入
江し、四季を通じて風波は極めて穏やかな天恵の港湾である。
面積12.5km2で、水深は最深部で20m、ふ頭岸壁は4.5m～5.5m
であり、荷役を行っている。

　また、港湾区域内には、日本三景の1つである白砂青松の
天橋立があり、風光明媚である。
〈市勢〉
　宮津市は、元和8年（1662年）京極高広により城下町とし
てひらかれて以来、丹後地方の政治・経済・文化の中心とし
て発展してきた。歴史の町「丹後の宮津」は、名勝天橋立を
はじめとして豊富な文化財と史跡を擁しており、観光客が多
数訪れている。市人口は16,758人（令和2年国勢調査）、市財
政規模は128億円（令和7年度当初一般会計）である。
〈特徴〉
　戦前は府北部の貨物貿易の中心地であったが、戦後は隣接
する重要港湾の舞鶴港において大水深の岸壁整備を進め、宮
津港の取扱貨物は減少した。現在、宮津港の主な取扱貨物と
しては、鉱石と水産物がその大部分を占めている。
　近年では、天橋立の砂浜の回復、天橋立～日置間の親水拠
点の整備を実施したほか、天橋立を中心とする自然景観を保
全しつつ、観光拠点として機能強化を図るため、阿蘇海の海
域環境の改善を完了した。
　また、令和6年には初めて外航クルーズ船が寄港し、以降
もクルーズ船の寄港が続いており、クルーズ船寄港地として
も発展を遂げつつある。
〈港湾整備計画〉
⑴�漁業対策として漁師地区、日置地区、江尻地区及び獅子地

区の船だまりや、鶴賀地区の物揚場の整備が完了している。
また、官公庁船の需要拡大に伴い、島崎地区において船だ
まりの整備が完了している。

⑵�田井矢原地区の田井宮津ヨットハーバー及び須津地区のプ
レジャーボート集約施設が完成しており、岩滝地区におい
てもプレジャーボートの集約施設が完成している。

〒624–0945　�京都府舞鶴市字喜多1105–1
　　　　　 　舞鶴21ビル7階
☎0773–75–0192
URL：http://www.pref.kyoto.jp/port/index.html

京都府港湾局

宮津港 ○指
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 内国航路
輸入 計

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出
輸入 162,869 100.0 162,869 100.0
計 162,869 100.0 162,869 100.0

移出 8,401 100.0 8,370 99.6

移入 6,423 100.0 6,412 99.8 11 0.2

計 14,824 100.0 14,782 99.7 11 0.1
合計 177,693 100.0 177,651 100.0 11 0.0

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出
輸入
計

移出 31 0.4

移入

計 31 0.2
合計 31 0.0

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 8 112,648 1 34,775 4 58,752 2 13,474
内航商船 10 5,234
自　　航
そ  の  他 130 3,380
合　　計 148 121,262 1 34,775 4 58,752 2 13,474

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 1 5,647
内航商船 1 749 9 4,485
自　　航
そ  の  他 130 3,380
合　　計 1 5,647 1 749 139 7,865

最大入港船舶のトン数　　総トン（喫水　 m）
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3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
鶴 賀 第 １ 埠 頭 鶴 賀 第 １ 埠 頭 5.0 204 1,000 3 2 1,762 雑貨、水産物
鶴 賀 第 ２ 埠 頭 鶴 賀 第 ２ 埠 頭 5.5 242 2,000 3 石材

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場
（鉱産品） – 5,445㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 –
　危険品倉庫 2 122㎡
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 2 1,429㎡
水面倉庫（貯木場） – –

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 – –
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 913
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
田井宮津ヨットハー
バー

〒626–0068 宮津市
字田井277
☎0772–22–6776

15,900 26,100 375 140 90 50 フォークリ
フト　 2台
揚降機  1機

昭和61
年度

クラブハウス
駐車場（65台）

天橋立マリーナ

〒626–0065 宮津市
獅子崎906–1
☎0772–22–4240

3,600 51 50 1 フォーク
リフト　  
1台

昭和46
年度

クラブハウス

マリンサービス関

〒626–0065 宮津市
獅子崎346–2
☎0772–22–7844

1,000 43 37 6 ウインチ
（15t）
1基

昭和52
年度

駐車場（40台）

宮津マリン

〒626–0061 宮津市
波路570
☎0772–22–2524

1,500 44 40 4 ウインチ
（10t）
1基

昭和55
年度

クラブハウス

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
島崎緑地 26.35 – 昭和55年度

（鶴賀地区）
みなと公園

3,324
（ 20）

– 緩衝緑地
修景緑地

昭和57年度 遊歩道640㎡

矢原緑地 1,500 – 平成10年度
江尻緑地 3,400 – 平成12年度

4. コンテナターミナルの概要
該当なし
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8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

日本通運㈱宮津支店 〒629–2251　宮津市字須津2548–1 0772–46–4111 ○
宮津海陸運輸㈱ 〒626–0041　宮津市字鶴賀2160–9 0772–22–3236 ○ ○ ○ ○

曳船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 馬　　　　力 隻数

宮津海陸運輸㈱ 〒626–0041　宮津市字鶴賀2160–9 0772–22–3236 230×2
245×2
330×2

3
1
1

9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

宮津市役所 〒626–8501　宮津市字柳縄手345–1 0772–22–2121
与謝野町役場 〒629–2282　与謝郡与謝野町字岩滝1798–1 0772–46–9000
宮津警察署 〒626–0041　宮津市字鶴賀2151 0772–25–0110
宮津海上保安署 〒626–0041　宮津市字鶴賀2174–2 0772–22–0118
大阪税関舞鶴税関支署宮津出張所 〒626–0061　宮津市字波路2180 0772–22–2498
京都府丹後土木事務所 〒626–0044　宮津市字吉原2586–2 0772–22–3244
宮津漁業無線局 〒626–0052　宮津市字小田宿野1029–3 0772–25–0945

通船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 隻数

宮津海陸運輸㈱ 〒626–0041　宮津市字鶴賀2160–9 0772–22–3236 1

給水船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 給水能力（トン） 隻数

宮津海陸運輸㈱ 〒626–0041　宮津市字鶴賀2160–9 0772–22–3236 50t/h 1

7. 基地港湾
該当なし
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